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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波探触子を用いて得られた超音波画像に基づき、胎児の体格を前記超音波画像上で
計測し、その計測部位の胎児の妊娠週数における標準値と計測値の関係を表示するように
構成された超音波診断装置において、
　横軸を妊娠週数、縦軸を計測値とし、胎児の任意部位の計測結果を、予め決定された妊
娠週数位置にプロットして、計測した部位の統計的平均値のグラフ、および偏差のグラフ
と共に、１つのグラフ内に表示した第１のグラフを作成する第１グラフ作成手段と、
　横軸を妊娠週数、縦軸を標準偏差とし、計測結果とその部位の統計的平均値との差を偏
差で表しプロットした第２のグラフを作成する第２グラフ作成手段と、
　前記第１のグラフと第２のグラフを同一画面上に表示する表示手段とを備えたことを特
徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記第１グラフ作成手段および前記第２グラフ作成手段は、前記第１のグラフおよび前
記第２のグラフにおける偏差に替えてパーセンタイルにより表示することが可能である請
求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記第２のグラフにおける、統計的平均値から所定値以上の差がある領域に対して、色
または輝度を他の領域とは異ならせて強調表示する強調表示手段を有する請求項１または
２に記載の超音波診断装置。
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【請求項４】
　前記第１のグラフにおける、偏差またはパーセンタイルの値についての表示間隔を外部
から変更するための表示間隔変更手段を備え、
　前記強調表示手段は、前記表示間隔変更手段により変更された偏差またはパーセンタイ
ルの表示間隔に連動して、前記第２のグラフにおける強調表示する領域を変更する請求項
３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記第１のグラフと前記第２のグラフの横軸である妊娠週数を、上下
方向において同じ位置に並べて表示する請求項１から４のいずれかに記載の超音波診断装
置。
【請求項６】
　前記第２のグラフの表示位置を上下方向に移動する表示移動手段を有する請求項１から
５のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　胎児の任意部位の計測結果をその検診した日付とともに記録する記録手段と、記録され
た前記計測結果と日付を読み出し、検診した日付と予め決定された読み出し当日の妊娠週
数から過去の検診時の妊娠週数を求める妊娠週数算出手段と、過去の検診時の妊娠週数か
ら得られる統計的平均値と過去の計測値から、過去の計測値の偏差またはパーセンタイル
を求める偏差／パーセンタイル算出手段とを備え、
　前記第１グラフ作成手段は、前記第１のグラフの過去の妊娠週数位置に前記計測値をプ
ロットし、前記第２グラフ作成手段は、前記第２のグラフの過去の妊娠週数位置に前記算
出された過去の計測値の偏差またはパーセンタイルをプロットする請求項１から６のいず
れかに記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記記録手段は複数の検診結果を記録し、前記第１グラフ作成手段および前記第２グラ
フ作成手段は、前記第１のグラフと前記第２のグラフに複数の検診結果をプロットする請
求項７に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記第２グラフ作成手段は、前記第２のグラフの複数の計測値を折れ線グラフとして表
示する請求項８に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　胎児の複数部位を計測、記録、表示するように構成された請求項１から９のいずれかに
記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　胎児の複数部位の計測結果から推定児体重を算出し、記録し、画面上に表示する手段を
備えた請求項１０に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、産婦人科での妊婦の検査又は診断（以下、「検診」という）に適用され、胎
児発育診断のための表示機能を有する超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　産婦人科での検診に用いられる超音波診断装置は、多くの場合、胎児の超音波断層像か
ら体格の代表部位の長さを計測し、これから胎児の発育の正常／異常を診断するための胎
児発育診断機能を具備している。代表部位とは、胎児頭臀長（以下、ＣＲＬと略す。）、
頭部最大横径（以下、ＢＰＤと略す。）、大腿骨長（以下、ＦＬと略す。）などである。
【０００３】
　胎児発育診断にはいくつかの方法があるが、例えば特許文献１に記載の超音波診断装置
では、図８に示すように、胎児の指定の部位の計測値（×印）を、統計的平均値の成長曲
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線グラフと同時に表示し、両者を比較することで、胎児の発育の評価を行う。図８（ａ）
はＣＲＬのグラフであり、１０％タイル、５０％タイル、９０％タイルの曲線が示されて
いる。図８（ｂ）はＢＰＤのグラフであり、平均値、および±１．５ＳＤの曲線が示され
ている。
【０００４】
　また、特許文献２に記載の超音波診断装置では、図９のような胎児発育現況表示画面を
示す。統計値から得られた標準偏差、および検診で得られた複数の部位の計測結果の偏差
を、同時にグラフ上に表示することで、胎児の発育の評価を効果的に実施できるようにし
ている。図９の例では、ＣＲＬ、ＢＰＤ、ＦＬが同時にグラフ表示されている。
【０００５】
　このグラフにおいて、１４は胎児の妊娠週数、１５は、ＣＲＬ、ＢＰＤ、ＦＬの３つの
代表部位に対する偏差率軸である。１６は、偏差率軸１５の原点を通る原点ラインである
。２本の破線１７は、正常範囲の上下限を示す。１８は、計測結果による偏差率のプロッ
ト表示である。各代表部位の計測値２０が数値表示される。２１は、代表部位の計測値の
偏差率である。この超音波診断装置によれば、複数種類の代表部位の長さの偏差率の値が
、同一スケールの、そして原点が整列したそれぞれの偏差率軸上でプロット表示されるの
で、また、正常範囲の上下限が２本の直線で示されているので、胎児の発育状態の正常／
異常の判別が容易である。
【特許文献１】特許第３２９５６３１号公報
【特許文献２】特許第３２０４７２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の超音波診断装置においては、図８に示すような方法では、統計的
平均値が、直線的なグラフでないため、発育の、統計的平均と検診によって得られた測定
値の差の時間的変化を捕らえ難い、という問題がある。また、図９に示すような方法でも
、測定部位ごとの統計的平均と検診によって得られた測定値の差は明瞭に分かるものの、
やはり発育の時間的変化が捕らえ難いという問題がある。
【０００７】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、超音波画像に基づき、胎児の
発育の時間的変化の評価を容易に行うことを可能とする表示機能を備えた超音波診断装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の超音波診断装置は、超音波探触子を用いて得られた超音波画像に基づき、胎児
の体格を前記超音波画像上で計測し、その計測部位の胎児の妊娠週数における標準値と計
測値の関係を表示するように構成された超音波診断装置であって、横軸を妊娠週数、縦軸
を計測値とし、胎児の任意部位の計測結果を、予め決定された妊娠週数位置にプロットし
て、計測した部位の統計的平均値のグラフ、および偏差のグラフと共に、１つのグラフ内
に表示した第１のグラフを作成する第１グラフ作成手段と、横軸を妊娠週数、縦軸を標準
偏差とし、計測結果とその部位の統計的平均値との差を偏差で表しプロットした第２のグ
ラフを作成する第２グラフ作成手段と、前記第１のグラフと第２のグラフを同一画面上に
表示する表示手段とを備えたことを特徴とする。
【０００９】
　この構成により、計測した部位の統計的平均値との偏差と、計測値の絶対値を、同時に
観察する事ができ、より正確な胎児の発育評価を行うための表示が可能となる。
【００１０】
　上記構成において、前記第１グラフ作成手段および前記第２グラフ作成手段は、前記第
１のグラフおよび前記第２のグラフにおける偏差に替えてパーセンタイルにより表示する
ことが可能である構成とすることができる。
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【００１１】
　この構成により、計測した部位の統計的平均値とのパーセンタイルと、計測値の絶対値
を、同時に観察する事ができ、計測した部位の統計的データが少なく標準偏差であらわす
ことが難しい部位の計測値を使った場合でも、より正確な胎児の発育評価を行うための表
示が可能となる。
【００１２】
　また、上記構成において、前記第２のグラフにおける、統計的平均値から所定値以上の
差がある領域に対して、色または輝度を他の領域とは異ならせて強調表示する強調表示手
段を有する構成とすることができる。
【００１３】
　この構成により、計測結果が統計的平均値からある一定以上の差がある事が容易に判り
、胎児の発育評価や、以降の検診に注意を促すための表示が可能となる。
【００１４】
　また、上記構成において、前記第１のグラフにおける、偏差またはパーセンタイルの値
についての表示間隔を外部から変更するための表示間隔変更手段を備え、前記強調表示手
段は、前記表示間隔変更手段により変更された偏差またはパーセンタイルの表示間隔に連
動して、前記強調表示する領域を変更する構成とすることができる。
【００１５】
　この構成により、操作者が、胎児の発育評価において、注意すべき標準値との差を任意
に変える事ができ、操作者のそれぞれの判断基準に合わせた装置にカスタマイズすること
ができる。
【００１６】
　また、上記構成において、前記表示手段は、前記第１のグラフと前記第２のグラフの横
軸である妊娠週数を、上下方向において同じ位置に並べて表示する構成とすることができ
る。
【００１７】
　この構成により、計測した部位の統計的平均値との偏差（あるいはパーセンタイル）と
、計測値の絶対値を、同時に観察するときに、横軸である妊娠週数が揃って表示されるた
めに、グラフの対比が容易になり、より正確な胎児の発育評価を迅速に行うための表示が
可能となる。
【００１８】
　また、上記構成において、前記第２のグラフの表示位置を上下方向に移動する表示移動
手段を有する構成とすることができる。
【００１９】
　計測する部位の大きさや妊娠週数によって様々な位置にプロットされることが発生しう
るが、この構成により、グラフを表示する領域が狭い場合でも、グラフの表示位置を変え
ることで、２つのグラフのプロットが重ならないように表示する事が可能になり、小さい
表示手段しか持たない装置であっても、より正確な胎児の発育評価に役立てるための表示
が可能となる。
【００２０】
　また、上記構成において、胎児の任意部位の計測結果をその検診した日付とともに記録
する記録手段と、記録された前記計測結果と日付を読み出し、検診した日付と予め決定さ
れた読み出し当日の妊娠週数から過去の検診時の妊娠週数を求める妊娠週数算出手段と、
過去の検診時の妊娠週数から得られる統計的平均値と過去の計測値から、過去の計測値の
偏差またはパーセンタイルを求める偏差／パーセンタイル算出手段とを備え、前記第１グ
ラフ作成手段は、前記第１のグラフの過去の妊娠週数位置に前記計測値をプロットし、前
記第２グラフ作成手段は、前記第２のグラフの過去の妊娠週数位置に前記算出された過去
の計測値の偏差またはパーセンタイルをプロットする構成とすることができる。
【００２１】
　この構成により、胎児の発育を、読み出し当日の検診結果と、過去の検診結果の２つ以
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上の結果をもとに、複合的に判断できるようになり、より正確な胎児の発育評価に役立て
るための表示が可能となる。
【００２２】
　また、上記構成において、前記記録手段は複数の検診結果を記録し、前記第１グラフ作
成手段および前記第２グラフ作成手段は、前記第１のグラフと前記第２のグラフに複数の
検診結果をプロットする構成とすることができる。
【００２３】
　この構成により、読み出し当日の検診結果と、過去の検診結果の２つ以上の結果を、胎
児の発育の計時的変化として、平均値からの増減変化が把握しやすくなり、さらに正確な
胎児の発育評価を容易に行うための表示が可能となる。
【００２４】
　また、上記構成において、前記第２グラフ作成手段は、前記第２のグラフの複数の計測
値を折れ線グラフとして表示する構成とすることができる。
【００２５】
　この構成により、計時的な発育変化がわずかな場合でも、平均からの差の増減の変化が
捕らえやすくなり、さらに正確な胎児の発育評価に役立てるための表示が可能となる。
【００２６】
　また、上記構成において、胎児の複数部位を計測、記録、表示するように構成すること
ができる。
【００２７】
　この構成により、複数の計測部位での発育評価が可能になり、さらに正確な胎児の発育
評価に役立てるための表示が可能となる。
【００２８】
　また、上記構成において、胎児の複数部位の計測結果から推定児体重を算出し、記録し
、画面上に表示する手段を備えた構成とすることができる。
【００２９】
　この構成により、発育評価に推定児体重も加えて評価する事が可能になり、さらに正確
な胎児の発育評価に役立てるための表示が可能となる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の超音波診断装置によれば、計測した部位の統計的平均値との偏差と、計測値の
絶対値を同時に観察して、発育の時間的変化の評価を容易に行うことができるので、正確
な胎児の発育評価を行うための表示が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態における超音波診断装置について、図面を参照して説明する
。
【００３２】
　（第１の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置を図１に示す。この超音波診断装置
は、超音波プローブ１と、プローブ１に接続される送信回路部２および受信回路部３と、
受信回路部３からの信号を信号処理する受信信号処理回路部４とを備える。
【００３３】
　超音波プローブ１は、図示しないが、その一方の先端に圧電振動子を備え、被検体に対
する超音波の送受信を行う。送信回路部２は、駆動電圧パルスを発生して超音波プローブ
１の振動子に供給し、振動子から超音波パルスが送信される。この超音波パルスは被検体
内を伝播しながら、音響インピーダンスの異なる境界面でその一部が反射してエコー信号
を形成し、エコー信号の一部が振動子で受信され、対応する電圧信号に変換される。受信
回路部３は、超音波プローブ１で受信した電圧信号を、プリアンプ、遅延制御および加算
する。受信回路部３の出力は、受信信号処理部４で、対数増幅、検波、およびＡ／Ｄ変換
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される。
【００３４】
　受信信号処理部４でデジタル化された信号は、ＢモードのエコーデータとしてＤＳＣ５
に送られる。Ｂモードのエコーデータは、このＤＳＣ５により超音波走査から標準ＴＶ走
査のデータに変換され、さらにＢモード画像データとして、フレームメモリに書込まれ、
一旦、格納される。格納データは、適宜なフレームタイミングにて読出され、画像合成部
（表示手段）６に渡される。画像合成部６では、制御系回路部１０から送られるグラフィ
ック画像を、Ｂモード画像と合成する。合成された画像データはＴＶモニタ７に表示され
る。また、画像合成部６により合成された画像データは、画像記録用メモリ８に取り出し
で記録することができる。
【００３５】
　制御系回路部１０は、装置全体の駆動タイミング、送受信の制御、各種の計測、計測の
ための描画グラフィックデータの生成、並びに本発明に係る計測結果のグラフ表示機能、
計測結果の記憶などの制御を担当する回路である。この制御系回路部１０は、図１に示す
ように、ＣＰＵおよびワークメモリを備えた中央制御回路部１１を備える。中央制御回路
部１１には、入力インターフェースとして操作卓１２が接続される。また、中央制御回路
１１の出力インターフェースの一部が、グラフィックス制御回路１３、グラフィックスメ
モリ回路１４を介して、前述した画像合成部６に接続されている。中央制御回路１１の出
力インターフェースの別の一部が、送信回路部２、受信回路部３、受信信号処理部４、Ｄ
ＳＣ５、画像合成部６などに各種の制御信号を与えるために接続されている。
【００３６】
　制御系回路部１０はさらに、本発明に係る機能を提供するための、患者データ用メモリ
（記録手段）１５、成長曲線データテーブル１６を備える。また中央制御回路１１は、成
長曲線作成プロセス、ＳＤグラフ作成プロセス、偏差計算プロセス、および週数計算プロ
セスを各々実行するため、成長曲線作成部（第１グラフ作成手段）１７、ＳＤグラフ作成
部（第２グラフ作成手段）１８、偏差計算部（偏差／パーセンタイル算出手段）１９、お
よび週数計算部（妊娠週数算出手段）２０を備えている。但しこれらの各部は、ＣＰＵに
より実行されるソフトウェアに対応させて示したものであり、実際にそのような回路が存
在するわけではない。
【００３７】
　患者データ用メモリ１５は、患者ごと（Ｆ１０、Ｆ１１、Ｆ１２…の各々）に、図２に
示すように、患者ＩＤ部２１、患者属性部２２、計測データ部２３で構成される。患者Ｉ
Ｄ部２１には、患者を特定するユニークな番号（以下、患者ＩＤ）、患者属性部２２には
、その患者の名前、年齢、最終月経日（以下、ＬＭＰ）、妊娠週数、出産予定日、最終検
診日などが記録される。また、計測データ部２３は、診察日ごとの計測結果を記録できる
ように、診察日１、診察日２のように計測結果を記録する領域が分かれていて、診察日ご
とに、頭臀長（ＣＲＬ）、頭部大横径（ＢＰＤ）、大腿骨長（ＦＬ）、児体重などの計測
結果を記録できる。
【００３８】
　図１の成長曲線データテーブル１６には、ＣＲＬ、ＢＰＤ、ＦＬ、児体重などの、妊娠
週数ごとの、統計的平均値と偏差が記録されている。成長曲線作成部１７は、成長曲線デ
ータテーブル１６から読み出した値と、患者データ用メモリ１５から読み出した値に基づ
き、ＣＲＬ、ＢＰＤ、ＦＬ、児体重などの各部位を、横軸を妊娠週数、縦軸を計測値ある
いは体重にしてグラフ（以下、成長曲線と呼ぶ）を作成する。ＳＤグラフ作成部１８は、
成長曲線データテーブル１６から読み出した値と、患者データ用メモリ１５から読み出し
た値に基づき、偏差計算部１９により計測結果の平均からの偏差を求め、横軸を妊娠週数
、縦軸を偏差としてグラフ（以下、ＳＤグラフと呼ぶ）を作成する。
【００３９】
　以上のように構成された超音波診断装置について、図３から図６を参照してその動作を
説明する。
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【００４０】
　まず、検診を始めるときには、操作卓１２より患者ＩＤを入力する。また、このときＬ
ＭＰが分かれば、操作卓１２よりＬＭＰを入力する。図３の例の場合では、ＬＭＰをもと
にから計算した妊娠週数は、２０週０日であったものとする。妊娠週数は、週数計算部２
０により、下記式に基づいて計算される。
【００４１】
　妊娠週数＝当日の日付－ＬＭＰ
　また、前回の検診で、妊娠週数あるいは、出産予定日が決められた場合には、その値を
操作卓１２で直接入力する場合もある。入力された患者ＩＤは、患者データ用メモリ１５
の患者Ｆ１０の患者ＩＤ部２１に、ＬＭＰと妊娠週数は、患者データ用メモリ１５の患者
属性部２２に記録される。
【００４２】
　次に、超音波プローブ１を被検体（ここでは妊婦）にあて、超音波を送受信すれば、受
信信号処理部４、ＤＳＣ５、画像合成部６を通して、超音波画像がＴＶモニタ７に表示さ
れる。測定したい部位が描出されたら、操作卓１２で、画像をフリーズさせる。フリーズ
した画像に計測したい部位が表示されていれば、操作卓１２で計測キーを押して計測を開
始する。例えば、ＢＰＤを計測する場合には、操作卓１２で、ＴＶモニタ７に表示される
計測用カーソルを移動し、計測の始点と終点を決定する。この例では、Ｃ（ｍｍ）であっ
たとする。ここまでの計測の一連の操作は、中央制御回路１１が制御し、計測用カーソル
の表示は、グラフィックス制御回路１３、グラフィックスメモリ回路１４、画像合成部６
を介して、ＴＶモニタ７に表示される。さらに、操作卓１２により、ＢＰＤを計測した旨
を決定するためのキーを押すと、中央制御回路部１１は、ＢＰＤの計測結果を患者データ
用メモリ１５の患者Ｆ１０の計測データ部２３の診察日１のエリアに、検診の日付ととも
に記録する。
【００４３】
　ここで、操作卓１２により、胎児の発育度合いを示す成長曲線を表示する指示を与える
ボタンを押す。ボタンの押下は中央制御回路部１１によって認識され、グラフィックス制
御回路部１３、グラフィックスメモリ１４、画像合成部６を介して、ＴＶモニタ７に図３
の上側に示すようなグラフが表示される。このグラフは、横軸が妊娠週数、縦軸が計測値
を示す。また、ＢＰＤの統計的平均値曲線５２、統計的偏差の＋１．５ＳＤ曲線５３、統
計的偏差の－１．５ＳＤ曲線５４が、成長曲線データテーブル１６から読み出されたデー
タに基づきグラフ表示される。さらに、妊娠週数（図３の例の場合は、１２週０日）の位
置に、計測されたＢＰＤ値３１がプロットされる。この例の計測結果では、計測値Ｃ（ｍ
ｍ）が、２０週０日の統計的平均値Ａ（ｍｍ）と２０週０日の－１．５ＳＤであるＢ（ｍ
ｍ）の間にあり、平均よりやや発育が遅い事がグラフで読み取れる。この一連の成長曲線
の作成は、中央制御回路１１の成長曲線作成部１７のプロセスによってコントロールされ
る。
【００４４】
　さらにここで、操作卓１２により、ＳＤグラフを表示する指示を与えるボタンを押す。
ボタンの押下は中央制御回路部１１によって認識され、グラフィックス制御回路部１３、
グラフィックスメモリ１４、画像合成部６を介して、ＴＶモニタ７に図３の下側に示すよ
うなグラフが表示される。このグラフは、横軸が妊娠週数、縦軸が偏差、さらに成長曲線
で、＋１．５ＳＤ、－１．５ＳＤとして表示される偏差より差が大きい部分については、
それぞれハッチング部３３、３４のように、色（あるいは明るさ）を変えて表示する。ま
た、計測値Ｃ（ｍｍ）の偏差は、
　（Ａ－Ｂ）／（（Ａ－Ｃ）／１．５）
で計算される。この計算は、偏差計算部１９によって計算される。平均値Ａと－１．５Ｓ
ＤであるＢの値は、偏差計算部１９が、成長曲線データテーブル１６から読み出し、ＢＰ
Ｄの計測値Ｃは、偏差計算部１９が、患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１０の計測データ
部２３の診察日１のエリアから読み出して計算に用いる。求めた偏差は、グラフ上に偏差
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３２としてプロットされる。このＳＤグラフにより、検診で計測したＢＰＤが平均よりど
の程度小さいのかについて、成長曲線グラフよりさらに明確に把握する事ができる。これ
ら一連のＳＤグラフの作成は、中央制御回路１１のＳＤグラフ作成部１８によってコント
ロールされる。また、ＳＤグラフは、成長曲線を表示するためのボタン操作と同時に自動
的に表示されても良い。さらに、成長曲線、ＳＤグラフとも、ＢＰＤの計測終了操作と同
時に表示しても良い。
【００４５】
　次に、前述の検診日から５週間後の、妊娠週数２５週０日で検診した場合について図４
に示す。前述と同様に検診を行い、ＢＰＤを計測し、その結果は、図４のグラフにおいて
、ＢＰＤ値３５、偏差３６として、前述と同様に表示される。このとき、２０週０日のと
きの検診結果も、前述と同様にして、ＢＰＤ値３１、偏差３２として表示される。図４の
ように、当日（２５週０日）の計測結果は、○でプロットし、過去の計測結果である２０
週０日のプロットは×で表示すると、判別し易い。あるいは、検診日毎に色を変えてプロ
ットしても判り易い。
【００４６】
　また、成長曲線では計測結果であるＢＰＤ値３１とＢＰＤ値３５のプロットの間は線で
結ばないが、ＳＤグラフ上の、偏差３２と偏差３６のプロットの間は、折れ線グラフの要
領で線でつないで表示する。成長曲線グラフの、ＢＰＤ値３１とＢＰＤ値３５のプロット
では、平均値からの差の変化を読み取るのは難しいが、ＳＤグラフでは、偏差３６が偏差
３２より平均から離れてきている様子が容易に読み取れる。
【００４７】
　さらに同様にして、３０週０日、３５週０日での検診での測定結果が、それぞれ、図５
のＢＰＤ値３７、偏差３８に表示され、図６のＢＰＤ値３９、偏差４０に表示される。図
６では、２０週０日、２５週０日、３０週０日の検診で、発育が徐々に遅れている様子が
読み取れるが、３５週０日では、発育遅延がやや回復している様子が容易に読み取れる。
これを成長曲線で読み取るのは、困難である。
【００４８】
　ＳＤグラフ上の、プロットの間の折れ線グラフは、ＳＤグラフ作成部１８によってコン
トロールされ表示される。折れ線グラフの要領で表示することで、発育遅延の変化（平均
値との偏差の増減）がさらに容易に読み取れることとなる。
【００４９】
　以上のように、第１の実施の形態の超音波診断装置によれば、ＢＰＤの統計的平均値曲
線５２、統計的偏差の＋１．５ＳＤ曲線５３、統計的偏差の－１．５ＳＤ曲線５４は、成
長曲線データテーブル１６から読み出されて表示され、計測したＢＰＤは、患者データ用
メモリ１５の患者Ｆ１０の計測データ部２３の診察日１のエリアに検診の日付とともに記
録され、読み出されて、該当する記録妊娠週数の位置にプロットされる。この一連の成長
曲線の作成は、中央制御回路１１の成長曲線作成部１７によってコントロールされる。さ
らに、操作卓１２により、ＳＤグラフを表示させるためのボタンを押すと、横軸が妊娠週
数、縦軸が偏差のグラフが表示され、偏差計算部１９が、平均値Ａと－１．５ＳＤである
Ｂの値を成長曲線データテーブル１６から読み出し、ＢＰＤの計測値Ｃは、患者データ用
メモリ１５の患者Ｆ１０の計測データ部２３の診察日１のエリアから読み出して、偏差が
計算され、計算し、求めた偏差は、グラフの３２にプロットされる。これら一連のＳＤグ
ラフの作成は、中央制御回路１１のＳＤグラフ作成プロセス１８によってコントロールさ
れる。これらの構成を設けることで、ＳＤグラフにより、検診で計測したＢＰＤが、平均
よりどの程度小さいのかが、成長曲線グラフよりさらに明確に把握する事ができ、より正
確な胎児の発育評価を行うことができる。
【００５０】
　さらに、本実施の形態の超音波診断装置によれば、成長曲線で、＋１．５ＳＤ，－１．
５ＳＤとして表示される偏差より差が大きい部分については、それぞれハッチング３３、
３４で示す領域のように色あるいは明るさを変えて表示するように、ＳＤグラフ作成部（
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強調表示手段）１８が構成されているので、計測結果が統計的平均値からある一定以上の
差（この例では、＋１．５ＳＤ以上あるいは、－１．５ＳＤ以下）がある事を容易に判別
可能になり、胎児の発育評価や、以降の検診に注意を促すことができる。
【００５１】
　さらに、本実施の形態の超音波診断装置によれば、成長曲線作成部１７とＳＤグラフ作
成部１８は、図３から図６に示すように、成長曲線とＳＤグラフの週数をそろえて表示す
るように構成されているので、計測した部位の統計的平均値との偏差（あるいはパーセン
タイル）と、計測値の絶対値を同時に観察するときに、横軸である妊娠週数が揃って表示
される。従って、図６のように検診回数を重ねていったときに、グラフの対比が容易にな
り、より正確な胎児の発育評価を迅速に行うことができる。
【００５２】
　さらに、本実施の形態の超音波診断装置によれば、図４から図６に示すように複数の検
診での測定結果をプロットするための、図２に示すように、患者ごと（Ｆ１０、Ｆ１１、
Ｆ１２、…の各々）に、患者ＩＤ部２１、患者属性部２２、計測データ部２３で構成され
る患者データ用メモリ１５と、成長曲線データテーブル１６、成長曲線作成部１７、ＳＤ
グラフ作成部１８、偏差計算部１９、週数計算プロセス２０を設けることで、胎児の発育
を、当日の検診結果と、過去の検診結果の２つ以上の結果をもとに、複合的に判断でき、
より正確な胎児の発育評価が可能となる。さらに、当日の検診結果と、過去の検診結果の
２つ以上の結果を、胎児の発育の計時的変化として、平均値からの増減変化が把握し易く
なり、より正確な胎児の発育評価を容易に行うことができる。
【００５３】
　さらに、本実施の形態の超音波診断装置によれば、図６に示すように、ＳＤグラフ上の
、プロットの間を折れ線グラフの要領で結ぶように、ＳＤグラフ作成部１８が構成される
ので、発育遅延の変化（平均値との偏差の増減）を容易に読み取ることが可能になる。そ
れにより、計時的な発育変化がわずかな場合でも、平均からの差の増減の変化が捕らえや
すくなり、さらに正確な胎児の発育評価が容易になる。（請求項９に対応）
　（第２の実施の形態）
　本発明の第２の実施の形態における超音波診断装置について、図６、図７Ａ、図７Ｂを
参照して説明する。本実施の形態では、装置の基本的な構成は図１に示した第１の実施の
形態と同様であるが、操作卓１２が、ＳＤグラフの表示位置を上下に移動するための操作
機能を有すること、およびＳＤグラフ作成部１８が操作卓１２からの操作で、ＳＤグラフ
の表示位置を変えて表示する機能を有し、それらにより表示移動手段が構成されているこ
とが、第１の実施の形態の構成とは相違するする。
【００５４】
　このように構成された超音波診断装置においては、第１の実施の形態の場合と同様に、
図６に示すような成長曲線とＳＤグラフを表示する。その後、操作卓１２の操作により、
ＳＤグラフの表示位置を上側に移動するための操作を行うと、中央制御回路１１のＳＤグ
ラフ作成部１８が動作して、ＳＤグラフの表示位置を上側に移動して、図７Ａのように表
示するように、グラフィックス制御回路１３、グラフィックスメモリ回路１４、画像合成
部６を介して、ＴＶモニタ７の表示が変更される。操作卓１２の操作により、ＳＤグラフ
の表示位置をさらに上側に移動するための操作を行うと、図７Ｂのようにさらに上側に移
動して表示される。一般に、成長曲線グラフは、グラフ全体にプロットがされるような場
合はなく、グラフの上側や下側にプロットがない部分が存在することが多いので、そのプ
ロットがない位置を狙ってＳＤグラフを上下に移動すれば、プロットが重ならないように
表示することも可能である。また、このとき、図７に示すように、ＳＤグラフの後ろに成
長曲線が隠れずに重ねて表示されるようにして、グラフの色あるいは明るさなどを変えて
表示すれば、さらに判り易くなる。移動した結果、やや判り難くなる場合には、操作卓１
２の操作により、逆にＳＤグラフを下側に移動する操作を行えば、ＳＤグラフの表示位置
を、図７Ｂから、図７Ａ、図６のように、もとの位置に戻すこともできる。
【００５５】
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　本実施の形態の超音波診断装置によれば、ＳＤグラフの表示位置を上下に移動するため
の操作機能を有する操作卓１２と、操作卓１２からの操作に応じて、ＳＤグラフの表示位
置を変えて表示する機能を有するＳＤグラフ作成プロセス１８を備えることで、グラフの
表示状態を容易に変更することができる。成長曲線は、計測する部位の大きさや妊娠週数
によって様々な位置にプロットされることが発生し得るが、グラフを表示する領域が狭い
場合でも、グラフの表示位置を変えることで、２つのグラフのプロットが重ならないよう
に表示する事が可能になり、小さい表示手段しか持たない装置であっても、より正確な胎
児の発育評価に役立てることができる。
【００５６】
　なお、以上の説明では、ＳＤグラフでは、統計的偏差を差として縦軸にして表示してい
たが、これをパーセンタイル表示に変えてもよい。また、このとき成長曲線の表示も、＋
１．５ＳＤ、平均値、－１．５ＳＤで表示するのではなく、例えば、１０％ｔｉｌｅ、５
０％ｔｉｌｅ、９０％ｔｉｌｅで表示した構成を備えてもよい。この構成により、計測し
た部位の統計的平均値とのパーセンタイルと、計測値の絶対値を、同時に観察する事がで
きる。それにより、計測した部位の統計的データが少なく標準偏差であらわすことが難し
い部位の計測値を使った場合でも、より正確な胎児の発育評価を行うことができる。
【００５７】
　また、標準偏差で表すのか、パーセンタイルで表すのかを変更する操作を可能としたり
、変更した設定を記憶して、次の表示の時に記憶した設定で表示できる構成にしてもよい
。さらに、偏差を上述したように＋１．５ＳＤ、－１．５ＳＤではなく、＋２ＳＤ、－２
ＳＤ、あるいは、＋１ＳＤ、－１ＳＤなどのように変えたり、パーセンタイルの場合であ
れば、５％ｔｉｌｅ、９５％ｔｉｌｅなどのように変更する、すなわち偏差またはパーセ
ンタイルの値についての表示間隔を、外部から変更するための表示間隔変更手段を設けて
もよい。そして、変更した設定は、図３の成長曲線内の、統計的平均値曲線５２、統計的
偏差の＋１．５ＳＤ曲線５３、統計的偏差の－１．５ＳＤ曲線５４、ＳＤグラフ内の縦軸
とハッチング領域３３、３４の表示を、設定によって同時に変更できる構成にすることが
できる。
【００５８】
　この構成により、操作者が、胎児の発育評価において、注意すべき標準値との差を任意
に変える事ができ、操作者のそれぞれの判断基準に合わせた装置にカスタマイズすること
ができる。
【００５９】
　なお、以上の説明では、成長曲線とＳＤグラフに表示する計測部位は、１つの場合につ
いて説明をしたが、複数部位について、同時に表示できるような構成を備えてもよい。こ
の場合には、プロットやグラフの表示は、色や明るさや、形状を変えるなりして、それぞ
れ区別がつけられるような構成にする。それにより、同時に複数の計測部位での発育評価
が可能になり、さらに正確な胎児の発育評価に役立てることができる。
【００６０】
　また、以上の説明では、任意の部位の計測、表示の例で説明したが、複数の部位の計測
結果から計算で求められる推定児体重を表示するような構成を有してもよい。それにより
、発育評価に推定児体重も加えて評価する事が可能になり、さらに正確な胎児の発育評価
に役立てることができる。
【００６１】
　また、第２の実施の形態では、ＳＤグラフの表示位置を移動できるように構成した例を
示したが、移動した位置を記憶し、次回の表示の時に、その記憶した位置で表示する機能
を有する構成にすると、胎児の発育評価を迅速に行うために効果的である。
【００６２】
　また、ＳＤグラフの表位置を上下に移動するための操作卓１２上の操作手段を、ボリュ
ームつまみのように上下にスライドするボタンや、回転つまみ等として構成することもで
きる。それにより、より迅速な操作が可能になる。
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【００６３】
　また、以上の説明では、ＢＰＤ、ＦＬ、ＣＲＬ、推定児体重を表示する場合を例とした
が、他の部位の計測や、羊水量（ＡＦＩ）、ドプラモードを使用した計測（ＲＩ、ＰＩな
ど）などを表示する場合でも効果的である。さらに、操作者が独自にデータを収集し、統
計的結果を装置に登録し、そのデータを利用してグラフ表示する場合でも効果的である。
【００６４】
　また、以上の説明では、成長曲線、ＳＤグラフを、ＴＶモニタ７に表示する場合を例と
したが、図１に示す構成において、画像合成部６から出力されるデータを画像記録用メモ
リ８により記録してもよい。この画像記録用メモリ８は、超音波診断装置の内部に備えて
いても、外部に接続して利用しても同様に効果的である。また、画像記録用メモリ８に代
えて、外部表示装置、あるいは外部画像記録装置を接続することもできる。
【００６５】
　また、以上の説明では、成長曲線、ＳＤグラフを同時に表示する場合を例としたが、計
測した画像、計測結果の数値、あるいは患者の属性データ（ＩＤ、名前、年齢、妊娠週数
、出産予定日など）、および測定した部位を示すピクト表示を組合わせて、あるいはそれ
らのうちから選択された一部の内容と組み合わせて、同一画面上に表示しても効果的であ
る。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　本発明の超音波診断装置は、発育の時間的変化の評価を容易に行うことを可能とする表
示機能を有し、産婦人科での妊婦の検査又は診断に適用される超音波診断装置として有用
である。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置のブロック図
【図２】同超音波診断装置の患者データ用メモリの構成を示す図
【図３】同超音波診断装置による成長曲線とＳＤグラフの表示例１を示す図
【図４】同超音波診断装置による成長曲線とＳＤグラフの表示例２を示す図
【図５】同超音波診断装置による成長曲線とＳＤグラフの表示例３を示す図
【図６】同超音波診断装置による成長曲線とＳＤグラフの表示例４を示す図
【図７Ａ】本発明の第２の実施の形態における超音波診断装置による成長曲線とＳＤグラ
フの表示例を示す図
【図７Ｂ】同超音波診断装置による成長曲線とＳＤグラフの他の表示例を示す図
【図８】従来例の超音波診断装置による成長曲線グラフの表示を示す図
【図９】他の従来例の超音波診断装置による偏差のグラフ表示を示す図
【符号の説明】
【００６８】
１　超音波プローブ
２　送信回路
３　受信回路
４　受信信号処理
５　ＤＳＣ
６　画像合成
７　ＴＶモニタ
１０　制御系回路部
１１　中央制御回路
１２　操作卓
１３　グラフィックス制御回路
１４　グラフィックスメモリ回路
１５　患者データ用メモリ
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１６　成長曲線データテーブル
１７　成長曲線作成部
１８　ＳＤグラフ作成部
１９　偏差計算部
２０　週数計算部
２１　患者ＩＤ部
２２　患者属性部
２３　計測データ部
５０　成長曲線の横軸（週数）
５１　成長曲線の縦軸（計測値）
５２　ＢＰＤの統計的平均値
５３　ＢＰＤの統計的偏差の上限（＋１．５ＳＤ）
５４　ＢＰＤの統計的偏差の下限（－１．５ＳＤ）
５５　ＳＤグラフの横軸（週数）
５６　ＳＤグラフの縦軸（偏差）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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